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軽減できることになった.な お,今 回からパーソナル;コ ンピュータ(Macin-
tosh)によって版下を作成 し,印刷費をおさえる努力 も行なっている.








にある.言 語 ・歴史 ・文化の研究のためには一次資料の提出が不可欠である
が,従来の学術雑誌では資料(史料)そのものよりも,それをもとにした議論 ・
論考が論文として採用され,資 料そのものを十全な形で提出 しにくい傾向が
あった.本誌はこの点に鑑み,全 体が多少長 くなることを厭わず,全 資料を発
表する機会を与えるという方針を採って きた.ま た本誌が行なっている,重要




いと確信 している.で きるだけ多 くの方が我々の編集方針に賛同され,論文の
投稿や定期購読 という形で本誌の存続に協力されることを希望する.尚,本 誌
の編集の基本方針は,本誌巻末に掲げる執筆要項にもより具体的に記されてい
るので,御覧いただきたい.
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